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Oracle Web Tierのインストールでは、Oracle HTTP ServerとOracle Web Cacheをインストールすることもできます。Oracle Process Manager and Notification Server (OPMN)はデフォルトでインストールされます。この製品の選択を解除することはできません。
これらの製品は協働して、着信HTTPリクエストの管理、Webメッセージのキャッシング、クライアントへのXMLとHTMLの返信を実行します。
この章の構成は、次のとおりです。
Oracle Web Tierには、次のコンポーネントが含まれています。
Oracle HTTP Server 11gリリース1 (11.1.1.9.0)は、Apache HTTP Server 2.2.22 (以降のバージョンではクリティカルなバグを修正済)のインフラストラクチャに基づいており、特にOracleで開発されたモジュールを含みます。シングル・サインオン、クラスタ化デプロイメントおよび高可用性機能により、Oracle HTTP Serverの運用を拡張しています。
Oracle Web Cache は、Oracle HTTP Server上で動作するWebサイトのパフォーマンス、スケーラビリティおよび可用性を向上する、Web Tier用のコンテンツ対応型サーバー・アクセラレータ、つまりリバース・プロキシです。Oracle Web Cacheは、Oracle Fusion Middlewareで提供される主要なキャッシング・メカニズムです。キャッシングにより、頻繁にアクセスするURLがメモリー上に保存されるので、Oracle WebLogic Server上で動作するWebサイトのパフォーマンス、スケーラビリティおよび可用性が向上します。
OPMNには、Oracle Fusion Middlewareのコンポーネントとサブコンポーネントの監視と管理を行うためのコマンドライン・インタフェースが用意されています。OPMNサーバーは、コンピュータの電源投入後できるだけ早く起動する必要があります。OPMNで管理されるコンポーネントをオンまたはオフにするときには、常にOPMNが動作している必要があります。
これらのコンポーネントの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareコンセプト・ガイド』を参照してください。
Oracle Web Tierソリューションは、次のどちらかの方法で構築できます。
ドメインを使用せずにOracle Web Tierを構成し、コマンドラインで管理します。インストール手順の概要は、第1.3.1項を参照してください。
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを使用するには、Enterprise ManagerとJava Required Files (JRF)のドメイン・テンプレートの両方を使用してWebLogic Serverドメインを構成する必要があります。
このドメインは、Oracle Web Tierのインストール中には作成できません。そのため、インストールと構成を行う前にドメインが存在している必要があります。インストール手順の概要は、第1.3.2項を参照してください。
または、コンポーネントを構成せずにOracle Web Tierをインストールし、WebLogic Serverドメインを作成して、構成ツールを実行してOracle Web Tierコンポーネントとそのドメインを関連付けることも可能です。インストール手順の概要は、第1.3.3項を参照してください。
この項では、第1.2項に説明されている各インストール・オプションの概要について説明します。お使いの環境に合わせて使用するインストール方法を判別し、その項の指示に従ってください。
表1-1は、スタンドアロン・モードでのOracle Web Tierのインストールと構成の全体的なタスクを示しています。この表には、各タスクの詳細情報の入手先も説明されています。
表1-1 スタンドアロンでのOracle Web Tierのインストールのタスク
| タスク | 説明 | ドキュメント |
|---|---|---|
| 1 - インストール計画要件の完了。 | システム環境がOracle Fusion MiddlewareおよびOracle Web Tierの一般的なインストール要件を満たしていることを確認します。 | |
| 2 - ソフトウェアの入手とインストーラの起動。 | Oracle Technology Networkからソフトウェアをダウンロードして、Oracle Web Tierインストーラを起動します。 | |
| 3 - Oracle Web Tierのインストールと構成。 | Oracle Web Tierのインストールには、インストーラを使用します。「インストール・タイプの選択」画面で「インストールと構成」オプションを選択します。 Middlewareホーム・ディレクトリは、「インストール場所の指定」画面で指定した場所に作成されます。 「コンポーネントの構成」画面で「選択されたコンポーネントとWebLogicドメインの関連付け」が選択されていないことを確認します。 | 第3.1項「Oracle Web Tierのインストールと構成」 インストール・タイプの詳細は、第2.4項「インストール・タイプの選択」を参照してください。 |
| 4 - インストール後の作業の実行。 | | |
| 5 - インストールの検証。 | インストールおよび構成の完了後、成功したかどうかを確認できます。 | |
表1-2は、Oracle Web Tierのインストールと構成、およびそのコンポーネントと既存のFusion Middleware (EM) Controlとの関連付けの全体的なタスクを示しています。この表には、各タスクの詳細情報の入手先も説明されています。
表1-2 Oracle Web Tierのインストールと既存のドメインを使用した構成のタスク
| タスク | 説明 | ドキュメント |
|---|---|---|
| 1 - インストール計画要件の完了。 | システム環境がOracle Fusion MiddlewareおよびOracle Web Tierの一般的なインストール要件を満たしていることを確認します。 | |
| 2 - Oracle JRFおよびEnterprise Manager (EM)を含むWebLogic Serverドメインがすでに構成されていることの確認。 | WebLogic Serverドメインは、Oracle SOA SuiteやOracle Application Developerなど他のOracle Fusion Middleware製品で構成できます。 | 詳細は、他のOracle Fusion Middleware製品のインストール・ガイド(『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteインストレーション・ガイド』など)を参照してください。 |
| 3 - ソフトウェアの入手とインストーラの起動。 | Oracle Technology Networkからソフトウェアをダウンロードして、Oracle Web Tierインストーラを起動します。 | |
| 4 - Oracle Web Tierのインストールと構成。 | Oracle Web Tierのインストールには、インストーラを使用します。「インストール・タイプの選択」画面で「インストールと構成」オプションを選択します。 「インストール場所の指定」画面で、WebLogic Serverドメインの作成に使用した既存のMiddlewareホーム・ディレクトリを指定します。 「コンポーネントの構成」画面で「選択されたコンポーネントとWebLogicドメインの関連付け」が選択されていることを確認します。 | 第3.1項「Oracle Web Tierのインストールと構成」 インストール・タイプの詳細は、第2.4項「インストール・タイプの選択」を参照してください。 |
| 5 - インストール後の作業の実行。 | | |
| 6 - インストールの検証。 | インストールおよび構成の完了後、成功したかどうかを確認できます。 | |
表1-3は、Oracle Web Tierをインストールした後、WebLogic Serverドメインを作成し、コンポーネントをそのWebLogic Serverドメインに関連付ける全体的なタスクを示しています。この表には、各タスクの詳細情報の入手先も説明されています。
表1-3 Oracle Web Tierのインストール、ドメインの作成およびコンポーネントとドメインの関連付けのタスク
| タスク | 説明 | ドキュメント |
|---|---|---|
| 1 - インストール計画要件の完了 | システム環境がOracle Fusion MiddlewareおよびOracle Web Tierの一般的なインストール要件を満たしていることを確認します。 | |
| 2 - Oracle WebLogic ServerのインストールとMiddlewareホーム・ディレクトリの作成 | WebLogic Server ドメインにコンポーネントを関連付ける場合に既存のドメインがない場合は、ドメインを作成するために、Oracle Web Tierをインストールする前にまずOracle WebLogic Serverをインストールする必要があります。 | 最新のOracle WebLogic Serverをダウンロードするには、『Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』の製品の配布に関する項を参照してください。 インストール手順は、『Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』の「グラフィカル・モードでのインストール・プログラムの実行」を参照してください。 |
| 3 - Oracle Web Tierソフトウェアの入手とインストーラの起動 | Oracle Technology Networkからソフトウェアをダウンロードして、Oracle Web Tierインストーラを起動します。 | |
| 4 - Oracle Web Tierのインストール(構成なし) | Oracle Web Tierのインストールには、インストーラを使用します。「インストール・タイプの選択」画面で「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを選択します。 「インストール場所の指定」画面で、Oracle WebLogic Serverをインストールしたときに作成されたMiddlewareホーム・ディレクトリを指定します。 | インストール・タイプの詳細は、第2.4項「インストール・タイプの選択」を参照してください。 |
| 5 - WebLogic Serverドメインの作成 | Oracle共通ホーム・ディレクトリに移動し、構成ツールを実行してWebLogic Serverドメインを作成します。 作成したWebLogicドメインに、Oracle Java Required Files (JRF)およびEnterprise Managerが含まれていることを確認します。 | 第2.2.1項「Oracle Web Tierコンポーネント用のWebLogic Serverドメインの作成」 |
| 6 - Oracle Web Tierの構成 | 構成ツールを実行して、Oracle Web Tierコンポーネントを構成します。 「コンポーネントの構成」画面で「選択されたコンポーネントとWebLogicドメインの関連付け」が選択されていることを確認します。 | |
| 7 - ノード・マネージャの起動。 | Web TierコンポーネントとWebLogic Serverドメインを関連付ける場合、ノード・マネージャを起動する必要があります。 | 第2.2.2項「ノード・マネージャの起動(Oracle Web TierをWebLogic Serverドメインに登録する場合)」 |
| 8 - インストール後の作業の実行。 | | |
| 9 - インストールの検証。 | インストールおよび構成の完了後、成功したかどうかを確認できます。 | |
図1-1は、すべてデフォルト値を使用して単一ホストにインストールした簡単なOracle Web Tierのディレクトリ構造を示しています。
この章では、インストール前の作業について説明します。Oracle Web Tierをインストールする前に、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』の開始前の手順に関する項を必ず読んでおいてください。
この章では、次の項目について説明します。
この項のトピックは、次のとおりです。
インストールを実行する前に、 システム要件および動作保証のドキュメントを読み、インストールする製品の最小インストール要件を環境が満たしていることを確認します。これらのドキュメントは、どちらもOracle Technology Network (OTN)で入手できます。
http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html
このドキュメントには、ハードウェアおよびソフトウェア要件、最小ディスク容量およびメモリー要件、必要なシステム・ライブラリ、パッケージまたはパッチに関する情報が記載されています。
http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html
このドキュメントには、サポートされるインストール・タイプ、プラットフォーム、オペレーティング・システム、データベース、JDKおよびサード・パーティ製品が記載されています。
インストール時に発生する可能性がある相互運用性および互換性の問題については、『Oracle Fusion Middleware相互運用および互換性ガイド』を参照してください。
お使いの環境で64ビットJVMを使用している場合は、すべてのOracle Fusion Middlewareコンポーネントで64ビットJVMを使用していることを確認してください。32ビットJVMを使用するコンポーネントと64ビットJVMを使用するコンポーネントを混在させることはできません。
詳細は、Oracle Fusion Middleware 11gR1のシステム要件とサポート対象プラットフォームに関するドキュメントを参照してください。このドキュメントは、次のページから入手できます。
http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html
Oracle Fusion Middlewareコンポーネントを64ビットJVM環境で実行する場合は、WebLogic Serverが64ビットJDKとともにインストールされていることを確認してください。32ビットJVMサポートの場合は、使用プラットフォームの32ビットJVMサポート用に使用環境を構成する方法について、『Oracle Fusion Middlewareリリース・ノート』を参照してください。
この項では、64ビット・オペレーティング・システムでの32ビットOracle Web Tier製品のインストールに関する重要な情報について説明します。お使いの環境に当てはまらない場合は、この項をスキップできます。
32ビット版の製品をWindowsオペレーティング・システムにインストールする場合、インストールするオペレーティング・システムもサポート対象の32ビット・システムにしてください。32ビット・バージョンの製品を64ビット・システムにインストールすることはサポートされていません。
Oracle Web Tierの32ビットLinux版は、大半の64ビットLinuxプラットフォームにインストールできます。サポートされているプラットフォームについては、Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1)用Oracle Fusion Middlewareのシステム要件および仕様に関するドキュメントを参照してください。このドキュメントは、次のページから入手できます。
Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1)用Oracle Fusion Middlewareのシステム要件およびサポートされるプラットフォームのドキュメントの、64ビットLinuxオペレーティング・システムでの32ビットOracle Web Tierインストーラの起動に関するトピックに記載された、事前に必要となる手順を完了してください。このドキュメントは、次のページから入手できます。
http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html
Oracle Web Tierをインストールし、コンポーネントをWebLogic Serverドメインに関連付ける場合、次の操作を行う必要があります。
Oracle Web Tierコンポーネントと関連付けるWebLogic Serverドメインがない場合は、次の手順に従って作成できます。
Oracle Fusion Middleware製品をインストールすると、Oracle共通ホーム・ディレクトリ(MW_HOME/oracle_common (UNIXの場合)またはMW_HOME\oracle_common (Windowsの場合))が作成されます。このディレクトリには、Enterprise ManagerおよびJava Required Files (JRF)のドメイン・テンプレートが含まれます。
wlserver_10.3/common/bin/config.sh (UNIXの場合)またはconfig.cmd (Windowsの場合))から構成ウィザードを起動します。 「ドメイン・ソースの選択」画面で、oracle_commonディレクトリに関連付けられたOracle Enterprise ManagerおよびOracle JRFテンプレートを選択します。Oracle JRFテンプレートは、Oracle Enterprise Managerテンプレートを選択すると自動的に選択されます。
Oracle Web Tierインスタンスを既存のWebLogicドメインに登録する場合は、次の手順に従ってノード・マネージャを起動する必要があります。
ORACLE_HOME/common/bin/setNMProps.shスクリプトを実行します。 Windowsの場合、ORACLE_HOME\common\bin\setNMProps.cmdスクリプトを実行します。
このスクリプトは、必要なプロパティをnodemanager.propertiesファイルに付加します。これらのプロパティは、手動で付加することもコマンドライン引数として指定することもできます。
| 注意: StartScriptEnabled=trueプロパティは、管理対象サーバーが適切なクラスパスとコマンド引数を受け取るために必要です。 |
WebLogic_Server_Home/server/bin/startNodeManager.shスクリプトを実行して、ノード・マネージャを起動します。 Windowsの場合、WebLogic_Server_Home\server\bin\startNodeManager.cmdスクリプトを実行して、ノード・マネージャを起動します。
ノード・マネージャの詳細は、『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャ管理者ガイド』を参照してください。
Oracle WebLogic Server 10.3.6を使用している場合、WebLogic ServerのMiddlewareホームに重要なパッチ13964737 (YVDZ)および14174803 (IMWL)が適用されている必要があります。
これらのパッチをインストールすると、ノード・マネージャはJava Secure Socket Extension (JSSE)を有効化して起動する必要があります。
JSSEを有効化してノード・マネージャを起動する方法の詳細は、『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャ管理者ガイド』のノード マネージャ環境変数の設定に関する項を参照してください。
| 参照: Oracle Smart Updateのbsuコマンドを使用してWebLogicサーバーにインストールされているパッチを確認する方法の詳細は、Oracle Smart Updateパッチおよびメンテナンス・パックのインストールのbsuコマンド・リファレンスに関する項を参照してください。パッチ13964737 (YVDZ)およびパッチ14174803 (IMWL)をインストールするには、My Oracle Supportで検索してダウンロードします。 |
この項のトピックは、次のとおりです。
Oracle Web Tier 11gリリース1 (11.1.1.9.0)を取得するには、Oracle Fusion Middlewareのダウンロード、インストールおよび構成のREADMEファイルを参照してください。
http://download.oracle.com/docs/cd/E23104_01/download_readme.htm
webtier.zipファイルをディレクトリにダウンロードし、インストーラが格納されているダウンロードしたアーカイブを解凍します。このディレクトリのデフォルト名はwebtierです。
インストーラを起動するには、アーカイブ・ファイルを解凍したディレクトリに移動し、Disk1ディレクトリに変更します。
IBM AIXオペレーティング・システム上にインストールしている場合、インストーラを起動する前にDisk1ディレクトリからrootpre.shスクリプトを実行する必要があります。
Disk1ディレクトリからインストーラを起動します。
UNIXの場合
Windowsの場合
| 注意: rootユーザーでのインストーラの実行はサポートされていません。 |
インストーラは、UNIXではOracle_Inventory_Location/logディレクトリ、WindowsではOracle_Inventory_Location\logsディレクトリに、ログ・ファイルを書き込みます。ログ・ファイルとその内容の詳細は、「インストール・ログ・ファイル」を参照してください。
UNIXシステムにインストールする場合で、Oracle Universal InstallerによるOracle製品のインストールをそのシステム上で初めて行う場合は、インベントリ・ディレクトリの場所を尋ねられます。この場所にサブディレクトリが設定され、そのシステムにインストールされる各Oracle製品のインベントリ・データが維持されます。
表2-1の手順に従って、インベントリ・ディレクトリの情報を構成します。次の表内の画面名をクリックするか、GUIの「ヘルプ」ボタンをクリックすると、ヘルプが表示されます。
Oracle Web Tierインストーラの「インストール・タイプの選択」画面には、次の2つのインストール・オプションがあります。
このオプションでは、Oracleホーム・ディレクトリに製品のバイナリ・ファイルがインストールされ、Oracleインスタンス・ディレクトリに作業用インスタンスが作成および構成されます。Web TierをインストールしてFusion Middleware (EM) Controlに関連付ける場合は、Enterprise Managerを使用して製品の構成および管理ができるようになります。
このインストール・タイプを選択する場合は、第3章を参照してください。
この章では、Oracle Web Tier 11gリリース1 (11.1.1.9.0)コンポーネントのインストールおよび構成の方法について説明します。このプロセスでは、次の製品のインストールおよび構成を選択できます。
Oracle Process Manager and Notification Server (OPMN)は、デフォルトでインストールと構成が行われます。
| 注意: この章は、新規ユーザーを対象者としています。既存のOracle Web Tierインストールがある場合は、『パッチ適用ガイド』の最新のOracle Fusion Middlewareパッチ・セットの適用に関する項を参照してください。 |
この章は次の項で構成されています。
この項では、インストール・タイプとして「インストールと構成」を選択(第2.4項)した場合に実行する必要がある手順について説明します。
インストーラを起動した後、表3-1の手順に従ってOracle Web Tierをインストールおよび構成します。
表3-1 インストールと構成の手順
| 番号 | 画面 | この画面はいつ表示されるか | 説明と必要なアクション |
|---|---|---|---|
| 1 | | 常に | 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 2 | | 常に | My Oracle Supportでソフトウェア更新を検索してダウンロードする場合は、My Oracle Supportアカウントのユーザー名およびパスワードを入力し、「接続のテスト」をクリックします。 ローカル・ディレクトリで更新を検索する場合は、「ローカル・ディレクトリで更新を検索」を選択し、「更新の検索」をクリックします。 ソフトウェア更新をスキップする場合は、「ソフトウェア更新のスキップ」を選択します。 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 3 | | 常に | 「インストールと構成」を選択します。 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 4 | | 常に | 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 5 | | 常に | MiddlewareホームとWeb層Oracleホームのディレクトリを指定します。
「次へ」をクリックして続行します。 |
| 6 | | 常に | セキュリティ・アップデートをMy Oracle Support経由で受け取る場合は、次のようにします。
セキュリティ・アップデートをMy Oracle Support経由で受け取らない場合は、次のようにします。
|
| 7 | | 常に | 構成するコンポーネントを選択します。 Web Tierを既存のFusion Middleware (EM) Controlに関連付ける場合は、「選択されたコンポーネントとWebLogicドメインの関連付け」を選択します。このオプションを選択する場合は、管理サーバーが稼働していることを確認してください。 Oracle Web Tierをスタンドアロン・モードでインストールする場合は、「選択されたコンポーネントとWebLogicドメインの関連付け」が選択されていないことを確認します。 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 8 | | 「コンポーネントの構成」画面で「選択されたコンポーネントとWebLogicドメインの関連付け」が選択されている場合 | Fusion Middleware (EM) Controlのホストである既存のWebLogicドメインの接続情報を指定します。 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 9 | | 常に | Oracleインスタンスの場所とコンポーネントの名前を指定します。 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 10 | | 常に | Oracleインスタンスの場所とコンポーネントの名前を指定します。 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 11 | | 常に | ポートの構成を自動または手動で行うかを選択します。 注意 - 詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のポート番号に関する項を参照してください。 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 12 | | 常に | この画面の情報を確認します。 「インストール」をクリックしてインストールを開始します。 |
| 13 | | 常に | 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 14 | | 常に | 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 15 | | 常に | 「終了」をクリックしてインストーラを終了します。 |
インストールと構成が完了した後、トポロジと構成によっては、インストール後の作業を実行する必要があります。この項の内容は、次のとおりです。
デフォルトでは、Oracle HTTP ServerとOracle WebLogic Serverの間のルーティングは構成されません。Oracle HTTP ServerからOracle WebLogic Serverへリクエストをプロキシできるようにするには、プラグインを構成する必要があります。
Oracle BAMでOracle Web Cacheを使用している場合は、『Oracle Web Cache管理者ガイド』のキャッシング・ルールの構成と監視の基本的なタスクに関する項に示されている構成手順を実行する必要があります。
次のOracle BAM設定を使用します。
インストールの成功を検証するには、次のタスクのうちのいくつかを実行します。
Oracleインベントリ・ディレクトリ内のlogsディレクトリにインストール・ログ・ファイルが存在するかを確認します。UNIXシステムで、Oracleインベントリ・ディレクトリの場所がわからない場合は、WebTier_ORACLE_HOME/oraInst.locファイルを参照すればわかります。Windowsシステムのインベントリ・ディレクトリのデフォルトの場所はC:\Program Files\Oracle\Inventory\logsです。
インスタンス・ホーム内のINSTANCE_HOME/binディレクトリ(UNIXの場合)またはINSTANCE_HOME\binディレクトリ(Windowsの場合)からopmnctl statusコマンドを実行します。たとえば、次のとおりです。
この情報には、このインストールで構成されたコンポーネントが示されます。ステータスAliveは、コンポーネントが起動され実行中であることを示します。
インスタンス・ホーム内のINSTANCE_HOME/binディレクトリ(UNIXの場合)またはINSTANCE_HOME\binディレクトリ(Windowsの場合)からopmnctl status -lコマンドを実行して、コンポーネントが使用するポートのリストを取得します。たとえば、次のとおりです。
この表示のポート番号を使用して、ブラウザで適切なページを開きます。次の形式を使用します。
前述の情報に基づき、表3-2のURLを使用して、この構成から様々なページにアクセスします。
この項では、インストール・タイプとして「ソフトウェアのインストール - 構成なし」を選択して(第2.4項)、Oracle Web Tierを構成せずにインストールする方法について説明します。後で構成ウィザードを実行して、Web Tierコンポーネントを手動で構成する必要があります。
この章では、次の項目について説明します。
インストーラを起動した後(第2.3項)、表4-1の手順に従ってOracle Web Tierをインストールします。
インストール画面に関して詳細な情報が必要な場合は、付録Aを参照するか、「ヘルプ」をクリックしてオンライン・ヘルプを参照してください。
表4-1 インストールのみオプションのインストール・フロー
構成ツールを実行して、Oracle Web Tier製品を構成します。
構成ツールを起動した後、表4-2の手順に従います。
表4-2 構成フロー
| 番号 | 画面 | この画面はいつ表示されるか | 説明と必須作業 |
|---|---|---|---|
| 1 | | 常に | 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 2 | | 常に | 構成するコンポーネントを選択します。 Web Tierを既存のFusion Middleware (EM) Controlに関連付ける場合は、「選択されたコンポーネントとWebLogicドメインの関連付け」を選択します。このオプションを選択する場合は、管理サーバーが稼働していることを確認してください。 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 3 | | 「コンポーネントの構成」画面で「選択されたコンポーネントとWebLogicドメインの関連付け」が選択されている場合のみ | Fusion Middleware (EM) Controlのホストである既存のWebLogicドメインの接続情報を指定します。 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 4 | | 常に | Oracleインスタンスの場所とコンポーネントの名前を指定します。 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 5 | | 「コンポーネントの構成」画面で「Oracle Web Cache」を選択した場合。 | Oracleインスタンスの場所とコンポーネントの名前を指定します。 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 6 | | 常に | ポートの構成を自動または手動で行うかを選択します。 注意 - 詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のポート番号に関する項を参照してください。 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 7 | | 常に | セキュリティ・アップデートをMy Oracle Support経由で受け取る場合は、次のようにします。
セキュリティ・アップデートをMy Oracle Support経由で受け取らない場合は、次のようにします。
|
| 8 | | 常に | 画面の情報を検証します。 「構成」をクリックして構成を開始します。 |
| 9 | | 常に | 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 10 | | 常に | 「保存」をクリックして構成情報をファイルに保存します。この情報には、後でアクセスする必要があるポート番号、インストール・ディレクトリ、URLおよびコンポーネント名が含まれます。 構成情報を保存後、「終了」をクリックして画面を終了します。 |
構成が完了したら、インストール後の作業を実行します。第3.2項を参照してください。
インストールの成功を検証するには、次のタスクのうちのいくつかを実行します。
Oracleインベントリ・ディレクトリ内のlogsディレクトリにインストール・ログ・ファイルが存在するかを確認します。UNIXシステムで、Oracleインベントリ・ディレクトリの場所がわからない場合は、WebTier_ORACLE_HOME/oraInst.locファイルを参照すればわかります。Windowsシステムのインベントリ・ディレクトリのデフォルトの場所は、C:\Program Files\Oracle\Inventory\logsです。
インスタンス・ホーム内のINSTANCE_HOME/binディレクトリ(UNIXの場合)またはINSTANCE_HOME\binディレクトリ(Windowsの場合)からopmnctl statusコマンドを実行します。たとえば、次のとおりです。
この情報には、このインストールで構成されたコンポーネントが示されます。「Alive」ステータスはコンポーネントが起動していて実行中であることを示します。
インスタンス・ホーム内のINSTANCE_HOME/binディレクトリ(UNIXの場合)またはINSTANCE_HOME\binディレクトリ(Windowsの場合)からopmnctl status -lコマンドを実行して、コンポーネントが使用するポートのリストを取得します。たとえば、次のとおりです。
この表示のポート番号を使用して、ブラウザで適切なページを開きます。次の形式を使用します。
前述の情報に基づき、表4-3のURLを使用して、この構成から様々なページにアクセスします。
この章では、Oracle Web Tierをシステムから削除する方法について説明します。
このソフトウェアを削除するには、この章の指示に常に従う必要があります。ソフトウェアを手動で削除しようとすると、後でソフトウェアを再インストールする際に問題が発生する場合があります。この章の手順に従えば、ソフトウェアを正しく削除できます。詳細は、第5.3項を参照してください。
この章は次の項で構成されています:
Oracle Web Tierのアンインストーラでは、次のソフトウェア削除オプションを使用できます。
このオプションでは、アンインストーラを起動したOracleホームの下にあるものがすべて削除されます。削除するOracleホームを使用しているシステム・コンポーネントがないことを確認してください。
このオプションでは、Fusion Middleware (EM) Controlで管理されているシステム・コンポーネントのインスタンスが削除されます。この動作は、「コンポーネントの構成」画面で「選択されたコンポーネントとWebLogicドメインの関連付け」を選択した場合にのみ実行されます。WebLogicドメインにアクセスするための接続情報を指定する必要があります。
このオプションでは、WebLogicドメインに関連付けられていないシステム・コンポーネントのインスタンスが削除されます。「コンポーネントの構成」画面で「選択されたコンポーネントとWebLogicドメインの関連付け」を選択しないと、WebLogicドメインに関連付けられていないインスタンスが作成されます。
Oracle Web Tierを正しくアンインストールするには、次のタスクを順番に実行する必要があります。
この項の手順に従って、Oracle Web Tierを削除します。
Web_Tier_ORACLE_HOME/oui/binディレクトリ(UNIXの場合)またはWeb_Tier_ORACLE_HOME\oui\binディレクトリ(Windowsの場合)に移動して、アンインストーラを起動します。
UNIXの場合
Windowsの場合
Windowsシステムの場合、「スタート」メニューからもアンインストーラを起動できます。たとえば、「プログラム」メニューから「Oracle Web Tier 11g - Home1」→「アンインストール」を選択します。
Web層Oracleホームを削除する前に、管理対象および管理対象外のすべてのOracleインスタンスをシステムから削除する必要があります。
インストール中にコンポーネントをWebLogicドメインに関連付けた場合は、表5-1の手順に従って管理対象インスタンスを削除してください。
| 注意: WebLogicドメインに登録されているOracleインスタンスを削除する場合は、削除するOracleインスタンスに関連付けられたOracleホーム・ディレクトリからアンインストーラを起動してください。アンインストーラには、同じWebLogicドメインに関連付けられたすべてのインスタンスが一覧表示されます。削除するインスタンスを選択する際は、必ずアンインストーラを起動したOracleホームに関連付けられたインスタンスのみを選択してください。 |
表5-1 管理対象インスタンスの削除の流れ
| 番号 | 画面 | 説明と必要なアクション |
|---|---|---|
| 1 | | 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 2 | | 「WebLogicドメインで管理されているASInstanceのアンインストール」を選択します。 |
| 3 | | WebLogicドメインの接続情報を指定します。 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 4 | | 削除する管理対象インスタンスを選択します。 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 5 | | この画面の情報を確認します。 「アンインストール」をクリックして続行します。 |
| 6 | | この画面は、削除の進行状況を示します。 |
| 7 | | 「終了」をクリックして画面を終了します。 |
インストール中にコンポーネントをWebLogicドメインに関連付けなかった場合は、表5-2の手順に従って管理対象外のインスタンスを削除してください。
表5-2 管理対象外インスタンスの削除の流れ
| 番号 | 画面 | 説明と必要なアクション |
|---|---|---|
| 1 | | 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 2 | | 「管理対象外ASInstanceのアンインストール」を選択します。 |
| 3 | | 管理対象外のOracleインスタンスの場所を指定します。 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 4 | 「アンインストール・サマリー」画面(管理対象外インスタンス) | この画面の情報を確認します。 「アンインストール」をクリックして続行します。 |
| 5 | | この画面は、削除の進行状況を示します。 |
| 6 | | 「終了」をクリックして画面を終了します。 |
管理対象および管理対象外のすべてのWeb層インスタンスを削除したら、アンインストーラを再び起動し(第5.2.1項)、表5-3の手順に従ってWeb層Oracleホームを削除します。
表5-3 Web層Oracleホームの削除の流れ
| 番号 | 画面 | 説明と必要なアクション |
|---|---|---|
| 1 | | 「次へ」をクリックして続行します。 |
| 2 | | 「Oracleホームのアンインストール」を選択します。 |
| 3 | | 削除しようとしているOracleホーム・ディレクトリを確認します。 「次へ」をクリックして続行します。 「警告」画面で、アンインストーラでソフトウェアの削除のみでなく、Oracleホーム・ディレクトリも削除するかどうかを選択します。 アンインストーラでソフトウェアとOracleホームを削除する場合は「はい」、ソフトウェアのみを削除する場合は「いいえ」、前の画面に戻る場合は「取消」をクリックします。 「いいえ」を選択した場合は、第5.2.5項「Oracleホーム・ディレクトリの手動削除」に進み、Oracleホーム・ディレクトリを手動で削除する手順に従います。 |
| 4 | | この画面は、削除の進行状況を示します。 |
| 5 | | 「終了」をクリックして画面を終了します。 |
この項では、oracle_commonディレクトリを削除する方法について説明します。このディレクトリのoui/bin (UNIXの場合)またはoui\bin (Windowsの場合)には、他のOracleホーム・ディレクトリと同様に、独自のアンインストーラが含まれています。
開始する前に、次の手順を実行する必要があります。
oracle_commonディレクトリを使用するすべてのプロセスを停止します。 アンインストーラを起動するには、MW_HOME/oracle_common/oui/binディレクトリ(UNIXの場合)またはMW_HOME\oracle_common\oui\binディレクトリ(Windowsの場合)に移動して、アンインストーラを起動します。
アンインストーラでは、システム上のJava Runtime Environment (JRE)の場所を求められます。Middlewareホーム・ディレクトリが作成されたときに(付録A)、JREがシステムにインストールされています。この場所(jreディレクトリの場所)を使用して、アンインストーラを起動できます。JREのデフォルトの場所は、MW_HOME/jdk160_29 (UNIXの場合)またはMW_HOME\jdk160_29 (Windowsの場合)です。ここで、MW_HOMEはMiddlewareホーム・ディレクトリです。
UNIXの場合
Windowsの場合
JRE_LOCATIONには絶対パスを指定する必要があります。相対パスは機能しません。
アンインストーラの起動後は、表5-3の手順に従ってOracle共通ホームを削除します。
アンインストール中の警告画面で「いいえ」を選択した場合は、Oracleホーム・ディレクトリおよびすべてのサブディレクトリを手動で削除する必要があります。たとえば、UNIXオペレーティング・システムで、Oracle共通ホーム・ディレクトリが/home/Oracle/Middleware/oracle_commonの場合、次を実行します。
Windowsでは、Oracle共通ホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Middleware\oracle_commonの場合、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\Middlewareディレクトリに移動します。oracle_commonフォルダで右クリックし、「削除」を選択します。
Windowsオペレーティング・システムでは、「スタート メニュー\プログラム」フォルダからプログラム・グループも手動で削除する必要があります。たとえば(ご使用のシステム上ではフォルダ名およびプログラム・グループ名が異なる可能性があります)、C:\Documents and Settings\All Users\Start Menu\Programsから次のものを削除します。
Windowsオペレーティング・システムでは、すべてのプログラムの削除を完了した後に、コンピュータを再起動して、クリーン・アップが正しく行われたことを確認する必要があります。
インストーラでは、すでにOracleのインスタンスが含まれているディレクトリに、Oracle Web Tierを再インストールできません。以前と同じディレクトリにWeb Tierを再インストールするには、次の手順を実行する必要があります。
Oracle Web Tierバイナリを再インストールせずに、WebTierインスタンスを削除および再構成することもできます。Web層インスタンスを再構成するには、第4.2項を参照してください。
この付録では、Oracle Web Tierのインストール時の全画面のスクリーンショットとその説明を示します。

この画面はUNIXシステムのみに表示されます。このホストに初めてOracle製品をインストールする場合は、インベントリ・ディレクトリの場所を指定する必要があります。このインベントリ・ディレクトリは、コンピュータ上にインストールされたすべてのOracle製品をインストーラが追跡するために使用します。
デフォルトのインベントリの場所はUSER_HOME/oraInventoryです。
「オペレーティング・システム・グループ名」フィールドで、インベントリ・ディレクトリへのアクセス権を付与するメンバーのグループを選択します。このグループの全メンバーがこのシステムに製品をインストールできます。
「OK」をクリックして続行します。

この画面はUNIXシステムの場合のみ表示されます。rootとしてinventory_directory/createCentralInventory.sh スクリプトを実行することを要求されます。
このシステムでrootアクセス権がない場合にインストールを続行するには、「ローカル・インベントリを使用してインストールを続行」を選択します。
「OK」をクリックして続行します。

「ようこそ」画面は、インストーラを起動するたびに表示されます。
「次へ」をクリックして続行します。

My Oracle Supportでソフトウェア更新を検索してダウンロードする場合は、次のようにします。
ローカル・ディレクトリで更新を検索する場合は、次のようにします。
ソフトウェア更新をスキップする場合は、「ソフトウェア更新のスキップ」を選択します。
「次へ」をクリックして続行します。

選択可能なインストール・タイプは、次のとおりです。
このオプションでは、製品バイナリがOracleホーム・ディレクトリにインストールされ、作業インスタンスがOracleインスタンス・ディレクトリに作成および構成されます。
Oracle Web TierをインストールしてFusion Middleware (EM) Controlに関連付ける場合は、Enterprise Managerを使用して製品の構成および管理ができるようになります。
| 注意: Oracleホーム・ディレクトリとOracleインスタンス・ディレクトリの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のインストールの概要に関する項を参照してください。 |
このオプションでは、Oracleホーム・ディレクトリへのソフトウェア・バイナリのインストールのみが行われます。次に、Web_Tier_ORACLE_HOME/binディレクトリ(UNIXの場合)またはWeb_Tier_ORACLE_HOME\binディレクトリ(Windowsの場合)から構成ツールを手動で実行して、製品を使用する前に構成する必要があります。このオプションを使用すると、共通ディスクを共有するソフトウェアの複数のインスタンスを素早く作成できます。
「インストールと構成」を選択します。
「次へ」をクリックして続行します。

この画面には、ソフトウェアをインストールするためにシステム要件が満たされているかどうかが表示されます。
問題が発生すると、画面下部に短いエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正し、「再試行」をクリックして再試行します。
エラー・メッセージや警告メッセージを無視してインストールを続ける場合は、「続行」をクリックします。
すべてのコンポーネントについて前提条件チェックを中止するには、「中止」をクリックします。
「次へ」をクリックして続行します。

次のインストール場所を指定します。
WebLogic Serverがインストールされたディレクトリへの絶対パス。
Oracleホームのディレクトリ名。
Oracleホーム・ディレクトリは、製品がインストールされる場所です。すべてのソフトウェア・バイナリがこのディレクトリに常駐し、ランタイム・プロセスはこのディレクトリに書き込めません。
| 注意: このドキュメントでは今後、このインストール先ディレクトリをWeb_Tier_ORACLE_HOMEと呼びます。 |
Windowsオペレーティング・システムでインストールを実行している場合、ディレクトリ・パスが有効で、二重のバックスラッシュ(\\)が含まれていないことを確認してください。
MiddlewareホームおよびOracleホームのディレクトリの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のOracle Fusion Middlewareの概念とディレクトリ構造の理解に関する項を参照してください。
「次へ」をクリックして続行します。

最新の製品情報やセキュリティ・アップデートを受け取る場合は、電子メール・アドレスを入力します。My Oracleアカウントを持っており、この方法で更新を受けとる場合は、「セキュリティ更新をMy Oracle Supportから受けとります」を選択し、アカウントのパスワードを入力します。
セキュリティ・アップデートを登録しない場合は、この画面のすべてのフィールドを空白のままにしてください。次の画面で選択内容を確認するよう求められます。

「はい」をクリックして、セキュリティ・アップデートを登録しないことを確認します。

この画面では、インストールおよび構成が可能な製品とコンポーネントが表示されます。構成するコンポーネントを選択します。Oracle Process Manager Notification (OPMN)はデフォルトで構成されます。
Web Tierを既存のFusion Middleware (EM) Controlに関連付ける場合は、「選択されたコンポーネントとWebLogicドメインの関連付け」を選択します。これにより、Fusion Middleware (EM) Controlを使用してコンポーネントを管理できるようになります。
| 注意: Web TierコンポーネントをWebLogicドメインに関連付ける場合は、管理サーバーが稼働していることを確認してください。 |
「次へ」をクリックして続行します。

この画面は、「コンポーネントの構成」画面で「選択されたコンポーネントとWebLogicドメインの関連付け」を選択した場合のみ表示されます。
次のWebLogicドメインの接続情報を指定します。
WebLogicドメインのホスト名を指定します。デフォルト名はlocalhost (Oracle Web Tierのインストール先と同一のシステム)です。
WebLogicドメインのポート番号を指定します。デフォルトのポート番号は7001です。
ユーザー名を指定します。デフォルトのユーザー名はweblogicです。
管理サーバーのパスワードを指定します。
| 注意: Oracle JRFおよびEnterprise Managerが含まれているWebLogicドメインの詳細を指定する必要があります。 |
「次へ」をクリックして続行します。

次のコンポーネントの詳細情報を指定します。
Oracleインスタンスが常駐するディレクトリへの絶対パス。これは、アプリケーション構成ファイルが置かれる場所で、ここからアプリケーション・プロセスが実行されます。ランタイム・コンポーネントはこの場所にのみ書き込みます。
Oracleインスタンスの一意の名前を指定します。Oracleインスタンス名には英数字とアンダースコア(_)のみ使用でき、英字(aからzまたはAからZ)で始まり、長さは4から30文字である必要があります。
Oracle HTTP Server (OHS)コンポーネントの名前を指定します。名前には英数字およびアンダースコア(_)記号のみ使用でき、長さは4から30文字である必要があります。
Web Cacheコンポーネントの一意の名前を指定します。名前には英数字とアンダースコア(_)のみ使用でき、英字(aからzまたはAからZ)で始まり、長さは4から30文字である必要があります。
詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のOracle Fusion Middlewareの概念に関する項を参照してください。
「次へ」をクリックして続行します。

Web Cache管理者の新しいパスワードを指定します。有効なパスワード長は、5から30文字です。パスワードは英字で開始し、英数字、アンダースコア(_)、ドル記号($)、またはシャープ記号(#)のみを使用し、少なくとも1つの数字を含める必要があります。
「次へ」をクリックして続行します。

インストーラによって自動的にデフォルトのポートをコンポーネントに割り当てる場合は「自動でポートを構成」を選択します。デフォルトのポート番号のリストは、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』を参照してください。
各コンポーネントが使用するポート番号を指定したポート構成ファイルを作成済の場合、「ファイルを使用してポートを指定」を選択します。「ファイル名」フィールドにファイルの絶対パスとファイル名を入力するか、または「参照」をクリックしてシステム内に既存するファイルを指定します。
staticports.iniというデフォルト・ファイルが、CD-ROMのDisk1/stage/Responseディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはDisk1\stage\Responseディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)に用意されています。このファイルをテンプレートとして使用して、独自のカスタム・ポート・ファイルを作成できます。
| 注意: staticports.ini(または任意のカスタム・ポート・ファイル)を使用する場合、[OPMN]、[OHS]および[Webcache]の各セクションはOracle Web Tierに必要なので削除できません。 |
有効なファイルの場所と名前を指定した後、ファイルの内容を表示または編集するには、「ファイルの表示/編集」をクリックします。
「次へ」をクリックして続行します。

この画面の情報を確認してください。「インストール」をクリックすると、このページにサマリー表示されている操作が実行されます。
インストールを開始する前に構成を変更する場合は、ナビゲーション・ペインを使用して編集する項目を選択します。
この構成をテキスト・ファイル(レスポンス・ファイルと呼ばれます)に保存するには「保存」をクリックします。作成するファイルの名前の場所(silent_install.rspなど)を入力するように求められます。このファイルは、後でコマンドラインから同じインストールの実行を選択する場合に使用できます。CD-ROMのDisk1/stage/Responseディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはDisk1\stage\Responseディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)に、サンプル・レスポンス・ファイルが用意されています。詳細は、付録D「サイレント・インストールとアンインストール」を参照してください。
「インストール」をクリックします。

この画面は、インストールの進行状況を示します。
UNIXシステムにインストールする場合は、インストールが完了する前に、Web_Tier_ORACLE_HOME/oracleRoot.shスクリプトをrootユーザーの権限で実行するように求められる場合があります。

このスクリプトは、インストールされるファイルとディレクトリに正しい権限を設定します。
インストールを完了する前に終了するには、「取消」をクリックします。これを実行すると、部分的にインストールされた状態になります。つまり、「取消」をクリックする前にシステムにインストールされたソフトウェアの一部はシステムに残るため、手動で削除する必要があります。

この画面は、コンポーネントの構成の進行状況を示します。
問題が発生すると、画面下部に短いエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正して「再試行」をクリックし、再試行します。
エラーや警告を無視して構成を続ける場合は、「続行」をクリックします。
すべてのコンポーネントについて前提条件チェックを中止するには、「中止」をクリックします。
構成が完了する前に終了するには、「取消」をクリックします。
「次へ」をクリックして続行します。

この画面は、完了したインストールのサマリーを示します。
サマリー情報の終わりに、「アクセス可能なURL」というセクションがあります。このセクションには、構成済のOracle HTTP ServerとOracle Web Cacheにアクセスするために必要なリンクがあります。必要なときにこれらのページにアクセスできるように、これらのURLは書き留めておきます。
このサマリー情報を後で参照できるように、「保存」をクリックしてファイルに保存することもできます。サマリー・ファイルの名前と場所を指定するように求められます。
「終了」をクリックして画面を終了します。
この付録では、Oracle Universal Installerを使用して(「インストール・タイプの選択」画面で「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを選択して)、Oracle Web Tierをインストールし、インストールの完了後に構成ウィザードを手動で実行してコンポーネントを構成する際に表示される画面について、スクリーンショットとその説明を示します。
この付録には次のセクションがあります。
この項では、インストール・フロー(インストール・タイプとして「ソフトウェアのインストール - 構成なし」を選択したとき)の画面について説明します。
この項で説明する画面は、次のとおりです。

この画面はUNIXシステムのみに表示されます。このホストに初めて Oracle製品をインストールする場合は、インベントリ・ディレクトリの場所を指定する必要があります。このインベントリ・ディレクトリは、コンピュータ上にインストールされたすべてのOracle製品をインストーラが追跡するために使用します。
デフォルトのインベントリの場所はUSER_HOME/oraInventoryです。
「オペレーティング・システム・グループ名」フィールドで、インベントリ・ディレクトリへのアクセス権を付与するメンバーのグループを選択します。このグループの全メンバーがこのシステムに製品をインストールできます。
「OK」をクリックして続行します。

この画面はUNIXシステムの場合のみ表示されます。rootとしてinventory_directory/createCentralInventory.sh スクリプトを実行することを要求されます。
このシステムに対するrootアクセス権がない場合にインストールを続行するには、「ローカル・インベントリを使用してインストールを続行」を選択します。
「OK」をクリックして続行します。

「ようこそ」画面は、インストーラを起動するたびに表示されます。
「次へ」をクリックして続行します。

My Oracle Supportでソフトウェア更新を検索してダウンロードする場合は、次のようにします。
ローカル・ディレクトリで更新を検索する場合は、次のようにします。
ソフトウェア更新をスキップする場合は、「ソフトウェア更新のスキップ」を選択します。
「次へ」をクリックして続行します。

選択可能なインストール・タイプは、次のとおりです。
このオプションでは、製品バイナリがOracleホーム・ディレクトリにインストールされ、作業インスタンスがOracleインスタンス・ディレクトリに作成および構成されます。
Oracle Web TierをインストールしてOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlに関連付けると、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを使用して製品の構成および管理を始められるようになります。
| 注意: Oracleホーム・ディレクトリとOracleインスタンス・ディレクトリの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のインストールの概要に関する項を参照してください。 |
このオプションでは、Oracleホーム・ディレクトリへのソフトウェア・バイナリのインストールのみが行われます。次に、Web_Tier_ORACLE_HOME/binディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはWeb_Tier_ORACLE_HOME\binディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)から構成ツールを手動で実行して、製品を使用する前に構成する必要があります。このオプションを使用すると、共通ディスクを共有するソフトウェアの複数のインスタンスを素早く作成できます。
「ソフトウェアのインストール - 構成なし」を選択します。
「次へ」をクリックして続行します。

この画面には、ソフトウェアをインストールするためにシステム要件が満たされているかどうかが表示されます。
問題が発生すると、画面下部に短いエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正し、「再試行」をクリックして再試行します。
エラー・メッセージや警告メッセージを無視してインストールを続ける場合は、「続行」をクリックします。
すべてのコンポーネントについて前提条件チェックを中止するには、「中止」をクリックします。
「次へ」をクリックして続行します。

次のインストール場所を指定します。
WebLogic Serverがインストールされたディレクトリへの絶対パス。
Oracleホームのディレクトリ名。
Oracleホーム・ディレクトリは、製品がインストールされる場所です。すべてのソフトウェア・バイナリがこのディレクトリに常駐し、ランタイム・プロセスはこのディレクトリに書き込めません。
| 注意: このドキュメントでは今後、このインストール先ディレクトリをWeb_Tier_ORACLE_HOMEと呼びます。 |
Windowsオペレーティング・システムでインストールを実行している場合、ディレクトリ・パスが有効で、二重のバックスラッシュ(\\)が含まれていないことを確認してください。
MiddlewareホームおよびOracleホームのディレクトリの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のOracle Fusion Middlewareの概念とディレクトリ構造の理解に関する項を参照してください。
「次へ」をクリックして続行します。

最新の製品情報やセキュリティ・アップデートを受け取る場合は、電子メール・アドレスを入力します。My Oracleアカウントを持っていて、これを経由してアップデートを受け取るようにする場合は、「セキュリティ・アップデートをMy Oracle Support経由で受け取る」を選択し、アカウントのパスワードを入力します。
セキュリティ・アップデートを登録しない場合は、この画面のすべてのフィールドを空白のままにしてください。次の画面で選択内容を確認するよう求められます。

「はい」をクリックして、セキュリティ・アップデートを登録しないことを確認します。

この画面の情報を確認してください。「インストール」をクリックすると、このページにサマリー表示されている操作が実行されます。
インストールを開始する前に構成を変更する場合は、ナビゲーション・ペインを使用して編集する項目を選択します。
この構成をテキスト・ファイル(レスポンス・ファイルと呼ばれます)に保存するには「保存」をクリックします。作成するファイルの名前の場所(silent_install.rspなど)を入力するように求められます。このファイルは、後でコマンドラインから同じインストールの実行を選択する場合に使用できます。CD-ROMのDisk1/stage/Responseディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはDisk1\stage\Responseディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)に、サンプル・レスポンス・ファイルが用意されています。詳細は、付録D「サイレント・インストールとアンインストール」を参照してください。
「インストール」をクリックします。

この画面は、インストールの進行状況を示します。
UNIXシステムにインストールする場合は、インストールが完了する前に、Web_Tier_ORACLE_HOME/oracleRoot.shスクリプトをrootユーザーの権限で実行するように求められる場合があります。

このスクリプトは、インストールされるファイルとディレクトリに正しい権限を設定します。
インストールを完了する前に終了するには、「取消」をクリックします。これを実行すると、部分的にインストールされた状態になります。つまり、「取消」をクリックする前にシステムにインストールされたソフトウェアの一部はシステムに残るため、手動で削除する必要があります。

この画面は、完了したインストールのサマリーを示します。
このサマリー情報を後で参照できるように、「保存」をクリックしてファイルに保存することもできます。サマリー・ファイルの名前と場所を指定するように求められます。
「終了」をクリックして画面を終了します。
この項では、インストールの完了後に構成ウィザードを手動で実行したときの、構成フローの画面について説明します。
この項で説明する画面は、次のとおりです。

「ようこそ」画面は構成ウィザードを起動するたびに表示されます。
「次へ」をクリックして続行します。

この画面では、インストールおよび構成が可能な製品とコンポーネントが表示されます。構成するコンポーネントを選択します。Oracle Process Manager Notification (OPMN)はデフォルトで構成されます。
Web Tierを既存のFusion Middleware (EM) Controlに関連付ける場合は、「選択されたコンポーネントとWebLogicドメインの関連付け」を選択します。これにより、Fusion Middleware (EM) Controlを使用してコンポーネントを管理できるようになります。
| 注意: Web TierコンポーネントをWebLogicドメインに関連付ける場合は、管理サーバーが稼働していることを確認してください。 |
「次へ」をクリックして続行します。

この画面は、「コンポーネントの構成」画面で「選択されたコンポーネントとWebLogicドメインの関連付け」を選択した場合のみ表示されます。
次のWebLogicドメインの接続情報を指定します。
WebLogicドメインのホスト名を指定します。デフォルト名はlocalhost (Oracle Web Tierのインストール先と同一のシステム)です。
WebLogicドメインのポート番号を指定します。デフォルトのポート番号は7001です。
ユーザー名を指定します。デフォルトのユーザー名はweblogicです。
管理サーバーのパスワードを指定します。
| 注意: Oracle JRFおよびEnterprise Managerが含まれているWebLogicドメインの詳細を指定する必要があります。 |
「次へ」をクリックして続行します。

次のコンポーネントの詳細情報を指定します。
Oracleインスタンスが常駐するディレクトリへの絶対パス。これは、アプリケーション構成ファイルが置かれる場所で、ここからアプリケーション・プロセスが実行されます。ランタイム・コンポーネントはこの場所にのみ書き込みます。
Oracleインスタンスの一意の名前を指定します。Oracleインスタンス名には英数字とアンダースコア(_)のみ使用でき、英字(aからzまたはAからZ)で始まり、長さは4から30文字である必要があります。
Oracle HTTP Server (OHS)コンポーネントの名前を指定します。名前には英数字およびアンダースコア(_)記号のみ使用でき、長さは4から30文字である必要があります。
Web Cacheコンポーネントの一意の名前を指定します。名前には英数字とアンダースコア(_)のみ使用でき、英字(aからzまたはAからZ)で始まり、長さは4から30文字である必要があります。
詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のOracle Fusion Middlewareの概念に関する項を参照してください。
「次へ」をクリックして続行します。

Web Cache管理者の新しいパスワードを指定します。有効なパスワード長は、5から30文字です。パスワードは英字で開始し、英数字、アンダースコア(_)、ドル記号($)、またはシャープ記号(#)のみを使用し、少なくとも1つの数字を含める必要があります。
「次へ」をクリックして続行します。

インストーラによって自動的にデフォルトのポートをコンポーネントに割り当てる場合は「自動でポートを構成」を選択します。デフォルトのポート番号のリストは、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』を参照してください。
各コンポーネントが使用するポート番号を指定したポート構成ファイルを作成済の場合、「ファイルを使用してポートを指定」を選択します。「ファイル名」フィールドにファイルの絶対パスとファイル名を入力するか、または「参照」をクリックしてシステム内に既存するファイルを指定します。
staticports.iniというデフォルト・ファイルが、CD-ROMのDisk1/stage/Responseディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはDisk1\stage\Responseディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)に用意されています。このファイルをテンプレートとして使用して、独自のカスタム・ポート・ファイルを作成できます。
| 注意: staticports.ini(または任意のカスタム・ポート・ファイル)を使用する場合、[OPMN]、[OHS]および[Webcache]の各セクションはOracle Web Tierに必要なので削除できません。 |
有効なファイルの場所と名前を指定した後、ファイルの内容を表示または編集するには、「ファイルの表示/編集」をクリックします。
「次へ」をクリックして続行します。

最新の製品情報やセキュリティ・アップデートを受け取る場合は、電子メール・アドレスを入力します。My Oracleアカウントを持っていて、これを経由してアップデートを受け取るようにする場合は、「セキュリティ・アップデートをMy Oracle Support経由で受け取る」を選択し、アカウントのパスワードを入力します。
セキュリティ・アップデートを登録しない場合は、この画面のすべてのフィールドを空白のままにしてください。次の画面で選択内容を確認するよう求められます。

「はい」をクリックして、セキュリティ・アップデートを登録しないことを確認します。

この画面の情報を確認してください。「インストール」をクリックすると、このページにサマリー表示されている操作が実行されます。
インストールを開始する前に構成を変更する場合は、ナビゲーション・ペインを使用して編集する項目を選択します。
この構成をテキスト・ファイル(レスポンス・ファイルと呼ばれます)に保存するには「保存」をクリックします。作成するファイルの名前の場所(silent_install.rspなど)を入力するように求められます。このファイルは、後でコマンドラインから同じインストールの実行を選択する場合に使用できます。CD-ROMのDisk1/stage/Responseディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはDisk1\stage\Responseディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)に、サンプル・レスポンス・ファイルが用意されています。詳細は、付録D「サイレント・インストールとアンインストール」を参照してください。
「構成」をクリックします。

この画面は、コンポーネントの構成の進行状況を示します。
問題が発生すると、画面下部に短いエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正して「再試行」をクリックし、再試行します。
エラーや警告を無視して構成を続ける場合は、「続行」をクリックします。
すべてのコンポーネントについて前提条件チェックを中止するには、「中止」をクリックします。
構成が完了する前に終了するには、「取消」をクリックします。
「次へ」をクリックして続行します。

この画面は、完了したインストールのサマリーを示します。
サマリー情報の終わりに、「アクセス可能なURL」というセクションがあります。このセクションには、構成済のOracle HTTP ServerとOracle Web Cacheにアクセスするために必要なリンクがあります。必要なときにこれらのページにアクセスできるように、これらのURLは書き留めておきます。
このサマリー情報を後で参照できるように、「保存」をクリックしてファイルに保存することもできます。サマリー・ファイルの名前と場所を指定するように求められます。
「終了」をクリックして画面を終了します。
この付録では、Oracle Web Tierの削除時の全画面のスクリーンショットとその説明を示します。

「ようこそ」画面は、アンインストーラの起動時に最初に表示されます。
「次へ」をクリックして続行します。

指定したOracleホーム・ディレクトリ(アンインストーラを起動したディレクトリ)にあるすべてのバイナリを削除するには、このオプションを選択します。
WebLogicドメインに登録されている特定のOracleインスタンスとシステム・コンポーネントを削除するには、このオプションを選択します。
管理対象外のすべてのOracleインスタンスとシステム・コンポーネントを削除するには、このオプションを選択します。
「次へ」をクリックして続行します。

この画面は、「アンインストール・タイプの選択」画面で「Oracleホームのアンインストール」を選択した場合のみ表示されます。
この画面には、削除しようとしているOracleホーム・ディレクトリが表示されます。これはアンインストーラを起動したOracleホーム・ディレクトリです。
これが正しいディレクトリであることを確認したら、「アンインストール」をクリックして続行します。
次の警告画面が表示されます。

ソフトウェア、およびアンインストーラを起動したOracleホーム・ディレクトリを削除する場合は、「はい」をクリックします。
ソフトウェアのみを削除してOracleホーム・ディレクトリは削除しない場合は、「いいえ」をクリックします。
前の画面に戻る場合は、「取消」をクリックします。

この画面は、「アンインストール・タイプの選択」画面でWeblogicドメインにより管理されているASInstanceのアンインストールを選択した場合にのみ表示されます。
WebLogicドメインの接続情報を指定します。
WebLogicドメインを実行しているシステムの名前。
ドメインのリスニング・ポート番号。デフォルトのポート番号は7001です。
WebLogicドメインのユーザー名。
WebLogicドメイン・ユーザーのパスワード。
「次へ」をクリックして続行します。

この画面は、「アンインストール・タイプの選択」画面でWeblogicドメインにより管理されているASInstanceのアンインストールを選択した場合にのみ表示されます。
削除する管理対象インスタンスを選択します。
| 注意: 削除対象として選択するインスタンスは、実行中であることが必要です。 |
「次へ」をクリックして続行します。

この画面は、「アンインストール・タイプの選択」画面で「管理対象外ASInstanceのアンインストール」を選択した場合のみ表示されます。
Oracleインスタンス・ディレクトリへのフルパスを指定します。わからない場合は、「参照」をクリックして、システム内のこのディレクトリを見つけます。
「次へ」をクリックして続行します。

この画面は、「アンインストール・タイプの選択」画面で「管理対象外ASInstanceのアンインストール」を選択した場合のみ表示されます。
指定したインスタンスがアンインストール対象であることを確認します。
アンインストールを開始する場合は、「アンインストール」をクリックします。

この画面は、「アンインストール・タイプの選択」画面でWeblogicドメインにより管理されているASInstanceのアンインストールを選択した場合にのみ表示されます。
指定したインスタンスがアンインストール対象であることを確認します。
アンインストールを開始する場合は、「アンインストール」をクリックします。

この画面は、削除の進行状況を示します。
削除が完了する前に終了するには、「取消」をクリックします。

この画面では、完了したアンインストールのサマリーが表示されます。
「終了」をクリックして画面を終了します。
この付録では、Oracle Web Tierをサイレント・モードでコマンドラインからインストールおよび削除する方法について説明します。
この付録の構成は、次のとおりです。
サイレント・インストールおよびアンインストールの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のサイレント・インストールおよびアンインストールに関する項を参照してください。
第1.2項「インストール方法」の説明に従ってOracle Web Tierをインストールします。Oracle Web Tierのインストーラでは、Oracle WebLogic Serverドメインを作成するメカニズムは提供されていません。
Fusion Middleware (EM) Controlデプロイメントがシステム上にない場合、この項で説明する手順に従って、Oracle Java Required FilesおよびEnterprise Managerが含まれるWebLogic Serverドメインを作成し有効化する必要があります。
ドメインの作成後、レスポンス・ファイルを使用してサイレント・モードでWeb Tierインストーラを実行すると、コンポーネントとそのドメインを関連付けることができます。
最新のソフトウェアを入手するには、『Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』の製品の配布に関する項を参照してください。
Oracle WebLogic Serverをサイレント・モードでインストールするには『Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』のサイレント・モードでのインストール・プログラムの実行に関する項を参照してください。
表D-1は、アーカイブ・ファイルをダウンロードして解凍したDisk1/stage/Responseディレクトリ(UNIXの場合)またはDisk1\stage\Responseディレクトリ(Windowsの場合)に用意されているインストール・レスポンス・ファイルのリストです。これらのレスポンス・ファイルは、Oracle Web Tierの新規インストールを実行する場合に使用するために設計されています。
表D-1 Oracle Web Tierのインストールと構成用のレスポンス・ファイル・テンプレート
| テンプレート | 説明 |
|---|---|
|
| このテンプレート・レスポンス・ファイルは、Oracle Web Tier製品のインストールと構成を1回の手順で行う場合に使用します。 このスクリプトは、GUIの「インストール・タイプの選択」画面で「インストールと構成」オプションを選択する場合と同じ処理を実行します。 このファイルの内容を確認するには、D.2.2.1項を参照してください。 |
|
| このテンプレート・レスポンス・ファイルは、システムにソフトウェアのインストールのみを行う場合に使用します。後で構成ツールを(コマンドラインまたはGUIから)実行するまで、これらの製品の管理は行えません。 このスクリプトは、GUIの「インストール・タイプの選択」画面で「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを選択する場合と同じ処理を実行します。 このファイルの内容を確認するには、D.2.2.2項を参照してください。 D.3.1項で構成専用のテンプレート・レスポンス・ファイルを実行することで、後から構成できます。 |
WebTierInstallAndConfigure.rspファイルの内容この項では、UNIXシステム上のDisk1/stage/Response/WebTierInstallAndConfigure.rspレスポンス・ファイルの内容を示します。
WebTierSoftwareOnly.rspファイルの内容この項では、UNIXシステム上のDisk1/stage/Response/WebTierSoftwareOnly.rspレスポンス・ファイルの内容を示します。
WebLogic Serverドメインを作成する次のWLSTコマンドが含まれているWLSTスクリプトを作成します。
たとえば、次の内容が含まれているcreate_domain_7001.pyというファイルを作成します。
スクリプトを実行する手順は次のとおりです。
JRFとEMを使用してWebLogic Serverドメインを有効化する次のWLSTコマンドが含まれている2番目のスクリプトを作成します。
たとえば、次の内容が含まれているenable_domain_7001.pyというファイルを作成します。
スクリプトは作成後、WLSTを使用して実行します。たとえば、次のとおりです。
ドメインの作成後、管理サーバーを起動します。DOMAIN_HOMEに移動してstartWebLogic.shスクリプトを実行します。たとえば次のとおりです。
次のURLを使用してFusion Middleware Controlにログインします。
次のURLを使用して、管理サーバー・コンソールにログインします。
サイレント・インストールを実行する前に、インストール固有の情報をレスポンス・ファイルに指定する必要があります。正しく構成されていないレスポンス・ファイルを使用してインストールしようとすると、インストーラは失敗します。レスポンス・ファイルはテキスト・ファイルなので、テキスト・エディタで作成または編集できます。
レスポンス・ファイルを作成するには、まずインストールGUIを実行してから、「インストール・サマリー」画面で「保存」をクリックすることをお薦めします。このレスポンス・ファイルの名前と作成場所を入力するように求められます。作成した後は、このファイルを使用して、他のシステムに同一のインストールを複製することも、必要に応じて変更することもできます。
この項の内容は次のとおりです。
このテンプレート・レスポンス・ファイルは、Oracle Web Tierソフトウェアをすでにインストールしたが構成ツールを実行していない場合に使用します(D.2.2項)。
このスクリプトは、GUIの「インストール・タイプの選択」画面で「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを使用してソフトウェアをインストールした後に、config.shスクリプト(UNIXの場合)またはconfig.batスクリプト(Windowsの場合)を実行する場合と同じ処理を行います。
UNIXシステムの場合のDisk1/stage/Response/WebTierConfigureOnly.rspレスポンス・ファイルの内容は、次のとおりです。
WebTierConfigureOnly.rspファイルの内容この項では、UNIXシステム上のDisk1/stage/Response/WebTierInstallAndConfigure.rspレスポンス・ファイルの内容を示します。
この項では、webtier_patch_install.rspレスポンス・ファイルについて説明します。このファイルは、パッチ・セット・インストーラのアーカイブ・ファイルをダウンロードして解凍したDisk1/stage/Responseディレクトリ(UNIXの場合)またはDisk1\stage\Responseディレクトリ(Windowsの場合)に用意されています。このレスポンス・ファイルは、既存のOracle Web Tier Oracleホームの更新に使用するために設計されています。
UNIXシステムの場合のDisk1/stage/Response/webtier_patch_install.rspレスポンス・ファイルの内容は、次のとおりです。
このファイル内で設定が必要なパラメータは、次のとおりです。
ORACLE_HOME: Oracleホーム・ディレクトリのフルパスを指定します。 MIDDLEWARE_HOME: Middlewareホーム・ディレクトリのフルパスを指定します。 Oracle Configuration Managerを構成しない場合は、DECLINE_SECURITY_UPDATESをtrueに設定します。
Oracle Configuration Managerを構成する場合は、SECURITY_UPDATES_VIA_MYORACLESUPPORTをtrueに設定します。この場合は、MYORACLESUPPORT_USERNAMEとMYORACLESUPPORT_PASSWORDのパラメータに、My Oracle Supportのユーザー名とパスワードをそれぞれ設定する必要があります。
Oracle Configuration Managerの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のOracle Configuration Managerのインストールに関する項を参照してください。
表D-2は、サイレント・アンインストール用にインストールCD-ROMのDisk1/stage/Responseディレクトリ(UNIXの場合)またはDisk1\stage\Responseディレクトリ(Windowsの場合)に用意されているレスポンス・ファイルのリストです。
表D-2 Oracle Web Tierのアンインストール用のレスポンス・ファイル・テンプレート
| テンプレート | 説明 |
|---|---|
|
| システム上に管理対象インスタンスを構成した場合に使用するテンプレート・レスポンス・ファイルです。これらの管理対象インスタンスは、Oracleホームを削除する前に削除する必要があります。 GUIによる別の方法では、アンインストーラを起動し、「アンインストール・タイプの選択」画面でWeblogicドメインにより管理されているASInstanceをアンインストールするオプションを選択します。 このファイルの内容を確認するには、第D.3.3.1項を参照してください。 |
|
| システム上に管理対象外インスタンスを構成した場合に使用するテンプレート・レスポンス・ファイルです。これらの管理対象外インスタンスは、Oracleホームを削除する前に削除する必要があります。 GUIによる別の方法では、アンインストーラを起動し、「アンインストール・タイプの選択」画面で「管理対象外ASInstanceのアンインストール」オプションを選択します。 このファイルの内容を確認するには、第D.3.3.2項を参照してください。 |
|
| このOracleホームを使用する管理対象および管理対象外のすべてのインスタンスをすでに削除した場合に使用するテンプレート・レスポンス・ファイルです。これでOracleホームを削除する準備ができました。 GUIによる別の方法では、アンインストーラを起動し、「アンインストール・タイプの選択」画面で「Oracleホームのアンインストール」オプションを選択します。 このファイルの内容を確認するには、第D.3.3.3項を参照してください。 |
これらの既存のレスポンス・ファイル以外に独自のレスポンス・ファイルを作成するには、アンインストーラのGUIを実行した後、「アンインストール・サマリー」画面(管理対象インスタンス)の「保存」をクリックします。このレスポンス・ファイルの名前と作成場所を入力するように求められます。作成した後は、このファイルを使用して、他のシステムに同一のアンインストールを複製することも、必要に応じて変更することもできます。
deinstall_managed_instances.rspファイルの内容この項では、UNIXシステム上のDisk1/stage/Response/deinstall_managed_instances.rspレスポンス・ファイルの内容を示します。
deinstall_unmanaged_instances.rspファイルの内容この項では、UNIXシステム上のDisk1/stage/Response/deinstall_unmanaged_instances.rspレスポンス・ファイルの内容を示します。
deinstall_oh.rspファイルの内容この項では、UNIXシステム上のDisk1/stage/Response/deinstall_oh.rspレスポンス・ファイルの内容を示します。
この付録では、Oracle Web Tierのインストール時に発生する可能性のある一般的な問題の解決策について説明します。
内容は次のとおりです。
インストール時にエラーが発生した場合、次の手順を実行してください。
http://www.oracle.com/technology/documentation)から入手可能です。 この項では、Oracle Fusion Middlewareのインストール時に発生する可能性のある一般的な問題の解決策について説明します。内容は、次のとおりです。
インストーラは、UNIXではOracle_Inventory_Location/logディレクトリ、WindowsではOracle_Inventory_Location\logsディレクトリに、ログ・ファイルを書き込みます。UNIXシステムでOracleインベントリ・ディレクトリの場所がわからない場合は、Web_Tier_ORACLE_HOME/oraInst.locファイルを参照すればわかります。Windowsシステムのインベントリ・ディレクトリのデフォルトの場所はC:\Program Files\Oracle\Inventory\logsです。
次のインストール・ログ・ファイルが、ログ・ディレクトリに書き込まれます。
installdate-time-stamp.log これがメイン・ログ・ファイルです。
installdate-time-stamp.out このログ・ファイルには、インストール中の出力およびエラー・ストリームが含まれます。
installActionsdate-time-stamp.log このファイルはインストーラGUIで内部情報を管理するために使用されます。
installProfiledate-time-stamp.log このログ・ファイルには、インストールの完了に要した時間、構成、メモリー、CPUの詳細など、全般的な統計が含まれています。
oraInstalldate-time-stamp.log このログ・ファイルには、コピー・セッションの出力ストリームが含まれます。
-printtimeパラメータを指定してインストーラを起動すると、timeTakendate-time-stamp.logおよびtimedate-time-stamp.logファイルが同じディレクトリに作成されます。
timeTakendate-time-stamp.log このファイルには、画面間の移動に要した時間の情報が含まれます(GUIインストールのみに適用)。
timedate-time-stamp.log このファイルには、コピー・セッションの時間情報が含まれます。
-printmemoryパラメータを指定してインストーラを起動すると、memorydate-time-stamp.logファイルが作成されます。このファイルには、コピー・セッションのメモリー使用情報が含まれます。
構成セッションのログ・ファイルを作成するには、次のように-logオプションを指定して構成ウィザードを起動します。
UNIXの場合
Windowsの場合
log_filenameに絶対パスを指定すると、そこにログ・ファイルが作成されます。パスなしでファイル名のみを指定すると、Web_Tier_ORACLE_HOME/common/binディレクトリ(UNIXの場合)またはWeb_Tier_ORACLE_HOME\common\bin (Windowsの場合)にログ・ファイルが作成されます。
Java Required Files(JRF)ビットは、Oracle Web Tierの一部のコンポーネントで必要なため、Oracle Web Tierのインストールに含まれています。これらのビットを、WebLogicドメイン内のJRFの構成に使用しないでください。
WebLogicドメインでJRFを構成するには、Oracle SOA Suite、WebCenter、Application Developerなどの他のOracle Fusion Middleware製品にJRFを含める必要があります。Web層Oracleホーム・ディレクトリからJRFを構成することはできません。
この付録で問題が解決しない場合は、次のソースを参照してください。
https://support.oracle.com) 問題の解決策が見つからない場合は、サービス・リクエストをオープンします。
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